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第
五
回
通
常
総
会
が
平
成
二
十
三
年

四
月
十
六
日
十
四
時
よ
り
仙
台
天
命
塾

サ
ロ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

前
年
度
末
日
現
在
の
会
員
総
数
１
２

８
名
、
出
席
者
数
１
３
名
、
表
決
委
任

者
数
７
９
名
で
総
会
は
成
立
致
し
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
の
為
、
当

初
予
定
の
会
場
は
使
え
ず
変
更
と
な
り
、

出
席
者
は
少
な
い
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

大
久
保
代
表
の
挨
拶
の
後
、
石
塚
雄

一
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
審
議
に
入
り
、 

各
議
案
共
に
全
員
異
議
な
く
可
決
承
認 

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

     

Ｎ
Ｇ
Ｏ
仙
台
テ
ン
メ
イ
で
は
今
年
度

の
事
業
計
画
に
基
づ
き
会
員
の
皆
様
と

共
に
天
命
塾
セ
ミ
ナ
ー
や
野
菜
栽
培
、

高
柳
亭
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
共
に
、
震
災
復
興

支
援
を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
《
主
な
事
業
計
画
》 

① 

人
材
育
成
、
研
修
、
交
流
の
た
め
の

天
命
塾
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

② 

中
山
歯
科
と
共
催
で
座
禅
断
食
会
、

健
康
教
室
、生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強

会
の
開
催 

③ 

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
論
に
基
い
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
の
高
い
農
産

物
の
栽
培
、
販
売 

④ 

農
産
物
加
工
品
の
製
造
販
売
を
試

行
、
検
討 

⑤ 

高
柳
亭
を
拠
点
と
し
て
味
噌
作
り

等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

 
 

 
 

 

（
理
事 

吉
田
正
光 

記
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総
会
終
了
後

総
会
終
了
後

総
会
終
了
後

総
会
終
了
後
、、、、    

同
会
場

同
会
場

同
会
場

同
会
場
に
て
に
て
に
て
に
て    

        
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
          

 
     

 

ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
両
氏
よ
り
講

演
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
大
平
氏
か
ら
。

四
年
目
の
名
取
農
場
は
津
波
の
被
災
を

奇
跡
的
に
免
れ
、
生
態
系
生
体
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
が
順
調
に
根
付
き
、

改
善
進
化
し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の

農
場
の
風
景
は
美
し
く
、
今
は
津
波
被

害
の
瓦
礫
で
荒
れ
果
て
た
東
松
島
農
場

と
対
照
的
で
し
た
。
震
災
を
体
験
し
、

命
を
育
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
野
菜
の

供
給
の
重
要
性
を
一
層
感
じ
、
楽
し
さ

だ
け
に
留
ま
ら
ず
真
摯
に
農
場
運
営
に

取
り
組
む
強
い
使
命
と
意
欲
が
伝
わ
り

ま
し
た
。 

続
い
て
木
村
氏
か
ら
稲
作
の
取
り
組

み
と
農
業
の
展
望
で
す
。
大
型
機
械
の

農
業
は
味
気
な
く
、
自
然
と
人
と
の
交

流
が
楽
し
め
る
規
模
が
理
想
で
、
難
局

を
乗
り
越
え
る
、
多
方
面
の
可
能
性
を

融
合
し
た
人
間
の
能
力
を
活
か
し
た
農

業
を
目
指
し
、
震
災
被
災
者
の
就
農
援

助
も
し
て
い
き
た
い
。
と
、
被
災
地
の

石
巻
な
ら
で
は
の
実
体
験
に
基
づ
い
た

熱
い
想
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
事
務
局 

日
下
裕
子 

記
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代
表
代
表
代
表
代
表    

大
久
保

大
久
保

大
久
保

大
久
保    

直
政
直
政
直
政
直
政 

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
驚

天
動
地
の
世
界
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

日
常
の
全
て
が
停
止
し
、
異
常
時
が
暫

く
続
く
中
、色
々
な
こ
と
が
想
起
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
出
来
な
っ
た
経
験
と
断
捨
離

が
出
来
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
す
っ
き
り

さ
っ
ぱ
り
出
来
、
い
の
ち
の
必
要
が
何

な
の
か
、
改
め
て
理
解
で
き
、
人
間
の

深
層
も
垣
間
見
れ
ま
し
た
。 
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限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
テ
ン
メ
イ
名

取
農
場
は
津
波
被
害
を
受
け
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に
被

災
を
免
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
も
全
員
無
事
が
確
認
出
来
た
時
、

心
底
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
農
場
が
残
さ
れ
た
こ
と
の
意

味
と
こ
れ
か
ら
の
仙
台
テ
ン
メ
イ
の
役

割
も
痛
感
し
ま
し
た
。
津
波
の
被
害
に

遭
っ
た
仲
間
達
の
復
興
新
生
を
計
り
な

が
ら
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番
と

認
識
を
深
め
、
縁
あ
る
皆
様
と
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
新
た
な

展
開
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

         
       
    

        

    農
業
農
業
農
業
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー    

    

大
平
大
平
大
平
大
平    

仁仁仁仁    
            

５
年
目
の
新
年
度
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
東
松
島
農
場
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
お
借
り
し
た

隣
の
畑
も
お
返
し
し
ま
し
た
の
で
、
大

津
波
か
ら
守
ら
れ
た
名
取
農
場
に
力
を 

結
集
し
て
、
生
き
る
力
み
な
ぎ
る
生
体 

エ
ネ
ル
ギ
ー
野
菜
「
い
の
ち
野
菜
」
を

栽
培
し
ま
す
。 

今
後
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、イ
モ
類
、 

豆
類
な
ど
保
存
の
利
く
も
の
を
多
め
に 

作
付
し
て
い
き
ま
す
。 

 

お
米
は
石
巻
の
木
村
農
園
さ
ん
で
、

昨
年
同
様
田
植
え
、
稲
刈
り
を
楽
し
み

「
テ
ン
メ
イ
米
」
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
  

大
震
災
の
影
響
を 

よ
そ
に
、
今
年
も
庭
に
は 

水
仙
、
ス
モ
モ
、
花
桃
、
芝
桜
、
椿
な

ど
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。 

建
物
は
玄
関
、
廊
下
、
ト
イ
レ
な
ど

の
破
損
、
障
子
、
ガ
ラ
ス
戸
が
き
つ
く

な
る
な
ど
傷
み
ま
し
た
が
、
水
道
管
と

一
部
の
壁
の
補
修
は
済
み
ま
し
た
。
更

に
修
繕
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
同
様
に

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
そ
の
都
度
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

                           

                

震
災
義
援
金

震
災
義
援
金

震
災
義
援
金

震
災
義
援
金
の
お
の
お
の
お
の
お
願願願願
いいいい    

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
被
災
か
ら
、
今
後

の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
仙
台
天
命
塾
と

合
同
で
義
援
金
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に

ご
支
援
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
詳
細
は
別
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。

振
込
口
座
は
左
記
と
同
じ
で
す
。 

★ 

会
員
更
新

会
員
更
新

会
員
更
新

会
員
更
新
おおおお
手
続
手
続
手
続
手
続
きききき
のののの
おおおお
願願願願
いいいい    

会
員
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
更
新
案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
仙
台
テ
ン
メ
イ
に
ご
入
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
会
申
込
書
に
ご
記
入

い
た
だ
き
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
の
上
、
左
記
に
お
振

込
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
入
会
申
込
書
送
信
先 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２-

２
７
９-

１
０
２
４    

【
郵
便
振
替
口
座
】 

名
義
人 

仙
台
テ
ン
メ
イ 

記
号
番
号
０
２
２
１
０
・
０
・
６
９
７
９
９ 

・
入
会
金
：
５
０
０
０
円 

・
年
会
費
：
３
０
０
０
円
（
平
成
２
３
年
度

分
の
年
会
費
で
す
） 

・
寄
付
金
：
一
口
１
０
０
０
円
（
何
口
で
も

い
つ
で
も
歓
迎
で
す
） 

★★★★    

農
場
農
場
農
場
農
場
のののの
携
帯
電
話

携
帯
電
話

携
帯
電
話

携
帯
電
話
をををを
新
設
新
設
新
設
新
設
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
！！！！    

０
９
０

０
９
０

０
９
０

０
９
０
・・・・
１
０
６
７

１
０
６
７

１
０
６
７

１
０
６
７
・・・・
６
５
５
６

６
５
５
６

６
５
５
６

６
５
５
６    

「
仙
台
テ
ン
メ
イ
農
場
」
登
録
下
さ
い
。 

《
編
集
後
記
》 

花
の
写
真
を
努
め
て
載
せ
た
今
号
。
自
然

の
美
に
心
が
癒
さ
れ
る
こ
の
頃
で
す
。(

日
下)  

4 月の名取農場 
じゃがいも植え付け 

 

名
取
農
場
か
ら 

２
０
０
ｍ
先
の 

津
波
に
よ
る
瓦
礫 

片付けを終えた室内 

花桃と高柳亭 

石巻市万石浦入り江お宮にて 
テンメイ会員達 

ほうれん草 

納屋脇の椿 

石巻市、造船所付近 
津
波
被
害
か
ら
免
れ
た
名
取
農
場  

で
咲
く
菜
の
花 


